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１．はじめに
　平成 29 年告示の学習指導要領では、主体的・対話的で深い学びが目指されている。しかし現状では、教
師の指示に基づき、楽譜に書かれた通りに正しく声を揃えて歌う、という姿が容易に想像でき、主体的で対
話的な活動とはかけ離れている、といっても過言ではないだろう。筆者らは生徒の主体性を妨げている要因
の一つとして、「環境」が挙げられるのではないかと考え、この環境設定を変えていくことにより、生徒た
ちの主体的な表現が自然と引き出されるのではないかと考えた。そこで本稿では「環境から提供されるもの」
を意とするアフォーダンス概念の視点から、主体的な表現を引き出すための環境設定を取り入れた歌唱活動
の在り方を考察する。
　具体的には、佐伯氏らによるアフォーダンス概念の具体化である、道具的アフォーダンス／行為的アフォー
ダンス（佐伯・佐々木 2013）を援用した授業を提案し実践する。そして、これらの実践を竜田氏により整
理された「アフォーダンス変更の 4 つのフェーズ」（竜田 2009a）と、竜田氏が整理したものを基に更に筆
者が整理した「アフォーダンス変更の 4 つのフェーズと音楽活動」（中里 2017）を手掛かりに分析すること
で、歌唱表現における主体的な表現を導くための具体的な方法を明らかにしていく。これらを通して主体的
に表現を引き出すことのできる歌唱活動の授業実践の在り方を提案する。
２．道具的アフォーダンス／行為的アフォーダンスと４つのフェーズ
　佐伯氏らは外界のアフォーダンスを「道具」によって「変える」ことができることに注目し、次のように
述べている（佐伯・佐々木 2013）。
　「外界は、単に行為を触発する可能性としてのアフォーダンスを提供するばかりでなく、そのアフォーダ
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ンスをのぞましい方向に変化させうる存在としても見える。そうなると、外界のなかで、その変化をもたら
す〈道具〉が浮かび上がってくる。つまり、外界は行為を触発する〈行為的アフォーダンス〉のあつまりで
あるだけでなく、行為的アフォーダンスを変えるための〈～の道具として使える〉という〈道具的アフォー
ダンス〉のあつまりを〈浮かび上がらせて〉くれるというのである。ただし、この〈道具的アフォーダンス〉
に気付くためには、〈～の道具として使える〉ものはないか、といった〈見なし〉の視点が必要である」。
　更に次のような例を挙げて、わかりやすく説明している。
　「壁からつきでているクギは、通常は〈ひっかける〉とか〈けがをひきおこす〉ものとして人の目にうつる。
しかし、金槌を持っていれば、それを〈打ちつける〉ことで、そのようなアフォーダンスを消滅させること
ができる。したがって、そのクギでシャツをひっかけてしまった人は、〈ひっかけ〉アフォーダンスを消滅
させるべく、そばに金槌があれば、すぐにそれを手にとって、ただちにクギを壁に打ちつけるだろう。金槌
がなければ、たとえば文鎮とか石コロがあれば、それを〈思わず手にもってクギを叩く〉かもしれない。」
　つまり「道具」の形態と機能は一対一対応のように決定づけられているのではなく、こちらが「（ある特
定の）道具的な目」で見ることによって、「ソレに使える道具」として見えてくるものだとしているのである。
岩が椅子にでも台にでも見えるのと同様、こちらが「何か～する道具がないか」という構えから、「見なし」
が発生し、一つのモノが多様な道具として「見なされる」ということになる。
　佐伯氏らは、アフォーダンスの変更には、以下の 4 つのフェーズがあるとし、次のように示している。
　　　A）私たちの活動の中で、アフォーダンスを変えたいという課題が意識化される。
　　　B）望ましいアフォーダンス変更の道具を外界に探し求める。
　　　C）外界の「しかるべき形態のもの」が「そういう道具として見えてくる」ようになる。
　　　D）それを手にとって使ってみる。
　更に佐伯氏らの論を踏まえて竜田氏は、何かを道具として使うことの学びは、これら 4 つのフェーズから
成っているとし、表１のように整理している（竜田 2009a）。
３．歌う行為と道具的アフォーダンス
　筆者は「歌」を単なる行為としてではなく、人に思いを伝える「道具」として捉え、竜田氏による表１に、
表１　アフォーダンス変更の 4 つのフェーズ（相）と金槌
フェーズ 「金槌」発見の例
①私たちの活動の中で、アフォーダンスを変
えたいという課題が意識化され、
壁からつきでているクギは、通常は「ひっかける」とか「けがをひ
きおこす」ものとして人の目にうつる。
②のぞましいアフォーダンス変更の道具を外
界に探し求め
したがって、そのクギでシャツをひっかけてしまった人は、「ひっ
かけ」アフォーダンスを消滅させるべく、
③外界の「しかるべき形態のモノ」がそうい
う道具として見えてくる」ようになり、
そばの金槌があれば、／金槌がなければ、たとえば文鎮とか石ころ
があれば、
④それを手にとってみる すぐにそれを手にとって、ただちにクギを壁にうちつけるだろう。／それを「思わず手にもってクギを叩く」かもしれない。
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「アフォーダンス変更の 4 つのフェーズ（相）と歌」表２として当てはめている。これは、これまで教師の
指導のもと、歌詞の内容や曲想を生かした表現を工夫し、思いや意図を持って歌うことが最終目標としてい
たものを、フェーズ①で勇気や希望を「伝えるもの」として切実に強く認識させ、そうすることで、それ以
降のフェーズでの道具の探索活動は必要感にかられたものとなるのではないだろうか、と仮定し、作成した
ものである（中里 2017）。
　拙稿（中里 2017）では表２から次のようなことも明らかにしている。フェーズ②から③では、③のしか
るべき表現が見えてくるまでに、様々な表現方法を駆使して追求する、いわゆる表現の探索活動となる部分
である。よって、聴き手に伝えるための表現を探し求めるために、何度もフェーズ②③を往復して④へ向か
うといった、音楽学習にとって非常に大切な活動部分であることが考えられる。
　更にフェーズ③ではフェーズ②で示すようにあらゆる表現手段を駆使し、どうすればこの歌で思いが伝わ
るかと必死に様々な表現を追い求め試行錯誤する中で、いくつもの「こうしてみたい」といった表現（見な
し）が生まれる。そして、何度も試していく中で、「これなら聴き手に伝わる」と思える表現方法が次第に
見えてくる（見なされる）ということになる。これは、多くの表現方法を内的に兼ねそろえていたならば、
沢山の「見なし」が発生する、ということを意味するものである。音楽経験の中で、内的に深く刻み込まれ
るような数多くの経験がなければ、多くの「見なし」は生まれないことになる。即ちこのことは、音楽経験
の中で多くの表現方法に出会うことによって、多くの「見なし」が発生し、「見なされる」可能性の幅をよ
り広げてくれるのである。
４．実践
　本稿では表１及び表２に基づいて Y 中学校と F 中学校の 2 校に協力していただき、めあての異なる実践
を二度にわたって行い分析を試みた。
・Ｙ中学校
　クラス替えを直前に、今までのクラスでの出来事を振り返りながら、クラスの思い出としてのテーマソン
グに相応しい曲をグループごとで表現し発表し合う活動である。フェーズ①の部分で「歌」という行為を「思
い出のアルバム」としての変換を試み、主体的な表現を引き出そうとしたものである。
表２　アフォーダンス変更の 4 つのフェーズ（相）と歌
フェーズ 音楽活動の例
①私たちの活動の中で、アフォーダンスを変
えたいという課題が意識化され、
・人に思いを伝えなくてはならない歌として強く意識化。
・後に、実際に歌を届け（伝えに）に行く。
②のぞましいアフォーダンス変更の道具を外
界に探し求め
・歌詞や旋律を深く理解し、音色、強弱、テンポ、動き、身体表現
などあらゆる表現手段を駆使し、どうすれば歌で思いが伝わるか、
表現方法を探し求め試行錯誤する（表現探索活動）。
③外界の「しかるべき形態のモノ」がそうい
う道具として見えてくる」ようになり、
・②の表現を探し求め、試行錯誤する中で、思いを伝える表現が次
第に見えてくる（見なし発生）。決定する（見なされていく）。
④それを手にとってみる ・②と③を何度も行き来することで人に思いを伝える歌として展開していく。
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日時：平成 30 年 3 月 15、16、19 日／対象：中学 1 年生／場所：Y 中学校　音楽室／授業の構成：2 時間構成／授
業のめあて：「曲の良さ、発表者の思いが伝わるように歌おう」／教材：「やってみよう」WANIMA、「キセキ」
GReeeeN、「ひまわりの約束」秦基博、「ともに」WANIMA ／アフォーダンスの変化：「歌」⇒「思い出のアルバム」
・Ｆ中学校
　いつもお世話になっている担任の先生に感謝の気持ち伝える為に、自分たちで選んだ曲を歌でプレゼント
するものである。どのような歌い方をすれば感謝の気持ちが伝わるかを試行錯誤しながら「歌のプレゼント」
を作り上げていく活動である。フェーズ①の部分で「歌」を感謝の気持ちを伝える「サプライズプレゼント」
としての変換を試みたものである。この場合、実際に終業式当日、担任へのサプライズプレゼントを行って
いる。
日時：平成 30 年 7 月 17 日、発表当日 7 月 20 日／対象：中学 1 年生／場所：F 中学校　第 2 集会室／授業構成：1
時間／めあて：「感謝の気持ちを本気で伝えよう」／教材：「ありがとう」いきものがかり、「世界に一つだけの花」
SMAP、「栄光の架橋」ゆず、「キセキ」GReeeeN ／アフォーダンスの変化：「歌」⇒「サプライズプレゼント」
　尚、F 中学校での実践では、1 回目の Y 中学校で行った実践の結果を踏まえ、幾つかの環境設定の改良を
行っている。具体的な改良点については後述する。
4─1．Y中学校における事例と分析
　では、まずはじめに Y 中学校での実践事例を挙げながら「アフォーダンス変換のための 4 つのフェーズ」
にあてはめて考察してみよう。
・Ａちゃんの事例
　グループ活動において表現を工夫していく中で教師が「この部分のありがとうはどう伝えるの？」とグ
ループに問いかけた。すると A ちゃんは胸の内から何かが沸き上がってくるような手の動きを示し、気持
ちが高まっていることを身体の動きによって表現していた。そして叫ぶように両手を口元によせながら気持
ちを込めて大きな声で歌った。しかし、グループ活動内において、クラスの思い出を振り返りながらの身体
表現が多く引き出されていた A ちゃんは、グループごとの発表時になると、これまで多く見ることのでき
た表現は全て打ち消され、棒立ちで下を向き、恥ずかしそうに口ずさんでいるだけの状態となってしまった。
こういった現象は、A ちゃんだけでなく、他の生徒においても同様であった。
・Ａちゃんの一連の動きとアフォーダンス変更の４つのフェーズ
　では A ちゃんの一連の動きを「アフォーダンス変更の 4 つのフェーズ」に当てはめて考えてみよう。す
ると「歌う」という行為を「思い出のアルバム」としてとして意識化し、その為の道具を下界に探し求める、
といったフェーズ①②③の部分においては、②③を往復しながらも順調であったが、フェーズ④において、
実際にその道具を「全く使わなかった」もしくは「使えなかった」ということになろう。フェーズ④におい
て、これまでの全ての表現が消滅した要因の一つには、教師の評価や、恥ずかしさ等、いつもの授業となん
ら変わりない要素が強く働いてしまったのではないかと考えられる。
　このことは拙稿（中里 2017）において「フェーズ①の強力なアフォーダンス変更の課題により必要感に
かられ、主体的に誘導されて起こりうるため、同時にフェーズ①の部分も表現活動においては極めての重要
性の高い部分である。それだけに、フェーズ①のアフォーダンスの変更は強力で強く認識される必要がある」
と述べているように、一番重要とも思えるフェーズ①において、恥ずかしさや評価のための歌い方などを忘
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れさせられるような強烈な目的を意識化することができなかった、ということが考えられよう。
4─2．改良点
　F 中学校での実践を行うにあたり、Y 中学校での実践を踏まえ次のような改良を行った。
　フェーズ①において、さらに強烈な目的意識を持たせるために、現実的に歌を届ける場を設定することや、
音楽を作り上げる上での環境や条件を大きく変えることとした。具体的には以下の 3 点を踏まえた実践を展
開した。
1 ）普段の生活との文脈のつながりを深め、目的意識を高める　 2 ）音楽室からの逸脱を図る　 3 ）教
師の立ち位置を、「指導者」ではなく「案内人」とする
上記 1）に関して
　竹村氏は「学ぶ主体としての自己の存在的価値を認識することができるはずであるその数学的活動で取り
組まれる数学とは、単に道具的な有用性にとどまらず、日常生活の文脈に置き換えてみるものであったり、
そこに美を感じ表現・想像していく制作活動であったりすることが大切である」としている（竹村 2004）。
他教科における指摘ではあるものの、音楽科教育にとっても日常生活や社会的文脈に沿った教材や企画の設
定は、伝える対象を明確に意識することが可能となる重要な視点であることは間違いない。従って、F 中学
校においては「○日の○時間目に担任の○○先生に感謝の気持ちを本気で伝える」「サプライズで歌をプレ
ゼントする」ことを明確に設定し、できるだけ切羽詰まる状況を作り出した。またこのことによって「○○
先生に○○といった気持ちを伝えるためには、この曲のこの部分の歌詞がぴったりだ。だからこの曲にしよ
う」といったように、選曲を通して自ずと目的意識も強まるのではないかと考えた。
上記 2）に関して
　窪田氏は状況的学習論の再考の中で、決められた環境ではなくていつもの環境から逸脱し、固定観念や制
約のない自由な環境によって学びが深まる、と述べている（窪田 2011）。また竹村氏は数学的コミュニケー
ション活動における学習主体の変容の中で、仮想的に意味や目的をもたせるということの重要性を提案して
いる（竹村 2004）。これらは音楽科教育に直結した内容ではないものの、教師の評価や人の前で歌う恥ずか
しさを超えて「本気で思い伝える」ための環境設定として、大きなヒントとなるものとして取り入れ、次の
ように設定した。教師の伴奏で前を向き、音を揃えて歌うといった固定観念を払拭するためにも、いつもの
音楽室ではなく広いスペースである集会室で実践を行うことを考えた。そして、仮想的に意味を持たせるた
めにも全員で円隊形になったり、タオルやペンライトを持参するなどして、今までの音楽の授業にはないラ
イブ会場のような空間を作り、できるだけ「表現は自由で間違いはない」といったような環境を作りだせる
よう努めた。
上記 3）に関して
　山本氏は生徒が教師に「～やらされてる」という感覚ではなく、自分たちが自ら学習に取り組んでいる、
という認識にするためには、「教師の役割は、案内人、管理人、世話役、模範であるべきである」と述べて
いるように（山本 2009）、F 中学校における実践では、教師から生徒へのアプローチの仕方として次のよう
に位置付けた。指導する「教師」というポジションではなく、教師自身が音楽を伝える「出張アーティスト」
のような、「音楽を表現する人」という認識を持って、授業を進めていくのである。また、生徒と共に共同
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参加しながら生徒を「ノラせる」ことで、同時に生徒たちの主体的な表現も引き出されるのではないか、と
考えた。
　これら基に実践を行った。結果、以下のようなことが明らかとなった。事例を取り上げながら「アフォー
ダンス変更の 4 つのフェーズ」に当てはめて考察する。
4─3．Ｆ中学校における事例と分析
・Ｂ君の事例
　B 君はグループごとの活動の中で常に、タオルを振り回してみたり、体を揺らしてみたりなど、歌に合わ
せて自然と身体表現が顕著に見られた生徒の中の一人である（写真１）。他の生徒が「この歌詞の部分どう
する？」と聞きながら話し合いを進めていると、B 君はアカペラ状態の中、綺麗に響く声というよりも、地
声で人に思いを一生懸命伝えようとするような声で歌い始めた。そして歌詞の中の「No.1にならなくていい」
の部分では心を込めているような動きで、歌詞を噛みしめて表現しているのである。更に後の歌詞「そうさ　
僕らは」という部分では、自分の拳を胸に強く当てるような動きで言葉を大切にして歌っていた（写真２）。
そしてサプライズプレゼントをする終業式当日では、B 君の表現は前述の A ちゃんの時のように消滅する
ことはなく、感謝の気持ちを担任の先生に必死に伝えようと歌っている姿が見ることができた（写真３）。
こういった姿は、B 君のみでなく多くの生徒に見ることができた（写真４）。
・B君の一連の動きとアフォーダンス変更の4つのフェーズ
　では B 君の一連の表現の流れを 4 つのフェーズに当てはめて考察してみよう（表３）。
写真１　自然な身体表現が引き出されて
いた B 君
写真２　歌詞に合わせて言葉を大切に
しながら歌う B 君
写真３　当日、感謝の気持ち
を必死に伝えようと
している B 君
写真４　感謝の気持ちを伝える生徒たち
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　表３を見てみると、フェーズ②③を往復しながらもフェーズ④への変換へと成立していることがわかる。
これはフェーズ②③の部分において、フェーズ①での強い思いを途絶えることなく持続することができるよ
うに、指導者が次のような工夫を行っていたことも、成立した要因の一つとして考えられる。担任の先生の
写真を掲示したままにしたり、先生とのエピソードを生徒から聞き出したりと、当日が近づくにつれ、より
思いが強まるような環境を設定したのである。
５．環境設定として明らかになったこと
　表３において①から④への変換の成功へと導いた環境設定として、新たに以下ア～オのようなことが明ら
かとなった。
ア）グループ学習による他者との関わりの必要性　イ）継続的なマイクロスリップの必要性　ウ）自己
内対話の設定　エ）表現のヒントとしての映像の必要性　オ）歌の世界から逸脱しないためにもわから
ないところは一度とばす
　ア）グループ学習による他者との関わりの必要性
　竜田氏が、人間の主体性を高めるには、言語を通して豊かな認識を成立させることのできる優れた他者が
必要である（竜田 2009b）と述べているように、今回の実践においても、グループ活動の中での他者の動き
から影響を受けて、自ずと表現が引き出されたり、話し合いによって表現の探索の幅が広がったりと、他者
との関わりによって試行錯誤が促される場面を多く見ることができた。
　イ）継続的なマイクロスリップの必要性
　福田氏は、国語科教育の中でマイクロスリップ（新たな行為を未来に向かって生み出すための探索活動）
の繰り返しによって読み書き関連学習の一つの活動がお互いに活性化されると述べているが（福田 2015）、
このことを今回の F 中学校の実践に当てみると、今回の実践においても同様のことが言えた。伝えるため
に歌詞を読むという活動と、歌う活動が継続的なマイクロスリップとなってお互いの活動が活性化されてい
表３　B 君のアフォーダンス変更の 4 つのフェーズと歌唱表現
フェーズ 音楽活動
①私たちの活動の中で、アフォーダンスを変
えたいという課題が意識化され、
担任の先生に感謝の気持ちを歌でプレゼントする。実際に、サプラ
イズで終業式の日にプレゼントを届ける。「感謝の気持ちを本気で
伝えたい」「プレゼントしたい」と強く意識化する。
②のぞましいアフォーダンス変更の道具を外
界に探し求め、
「どうすれば思いが届くかな・伝わるかな。先生、泣いちゃうかな」
と表現を試行錯誤する。
③外界の「しかるべき形態のモノ」が「そう
いう道具として見えてくる」ようになり、
「ここは歌わずにセリフにしようよ」「大きな声で力強く出してみよ
うよ」「ここの歌詞は優しく歌ってみよう」と、思いが伝わるよう
にサプライズプレゼントに向けて試行錯誤して表現を探す。
④それを手に取って使ってみる 「先生驚くかな。伝わるかな、届くかな」と明るい表情で、恥ずかしがることなく、精いっぱい思いを伝えるように歌う。
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たのである。つまり、目的意識を持ち続けたまま、マイクロスリップを繰り返していった先に、主体的な表
現が引き出されていったのである。またこの際「どうしたらいいか」と頭で考えるだけでなく、常に声をだ
して繰り返し歌い試していく中で「様々な表現に出会う」、といった「音や音楽そのものから引き出される
表現」も沢山存在するのである。そして更にそこから「表現を探索して見つけ出す」という活動も重要であ
ることも明らかとなった。
　ウ）自己内対話の設定
　山下氏は、国語科教育の中で、自分からの発話としての作文ではなく、自分自身との対話を通じて、書い
ている自分という立場と聞いている側としての自分、という 2 つの立場を持つことによって、書くための作
文が伝えるための作文へと変わっていくことを述べている（山下 1992）。これは今回の実践においても大き
く当てはまる。試行錯誤することで、「ここは力強く歌えば伝わるかな」「ここは歌うよりセリフにした方が
気持ちが伝わるかな」と自分自身とのコミュニケーションが図れるが、これを更に深めるために、自分自身
が相手の立場となって表現を探していくことも必要なのである。「自分が担任の先生の立場だとしたら、自
分たちがどんな表現をしていると思いが伝わるだろうか」という気持ちも芽生え、表現の幅も広がっていっ
たのである。伝える相手を想定しながら表現を探索していくことにより、その表現がただ「歌う」行為では
なく、「伝えるため」の表現となっていくのではないだろうか。
　エ）表現のヒントとしての映像の必要性
　従来の音楽の授業のように、綺麗に響く声で揃えて歌うのではなく、気持ちや思いが伝わるように本気で
歌うことを提示するために、F 中学校の実践では誰もが知っている曲をプロのミュージシャンが思いを込め
て本気で歌う映像を提示した。この映像を生徒たちが見ることによって、「音楽の授業でこんな表現をやっ
てもいいんだ」「こういう歌い方もあるんだ」と感じ、このことが引き金となって、表情や声の出し方も変
わり、今までと異なる様々な表現を引き出す手助けとなった。
　オ）歌の世界から逸脱しないためにもわからないところは一度とばす
　山本氏が英語科教育においての多読について、非常に興味深いことを述べている。あえて辞書を使わずに
わからないところは飛ばすことで、本の世界から逸脱してしまうことを防ぐ、というのである（山
本 2009）。多読における初心者は、一語一語、一文一文、など文法等を意識しながら、先を見通さないで読
む。これに対し、多読における熟達者は、先を見通し、本の世界に入り込みながら読み、世界の中に居続け
る、というのである。このことは多読における熟達者に関しての指摘ではあるものの、今回の実践に関して
も同様のことを言うことができた。
　表現の探索中、表現が思うように引き出されてこない場合に、そこにずっと留まらず、一旦他の部分の表
現を探索に移行していくことも、生徒の主体的な学びを深めるために重要であることがわかった。今回の実
践においても多く見られたが、わからないところにずっと居続けてしまうことで、その歌の世界からも抜け
ていってしまうことが考えられ「わからないところはやらなくてよい」ということではなく「一旦飛ばして
先に進む」、そしてしかるべき時に再び戻ってみることで、音楽自体が表現を引き出してくれることもある
ことが明らかとなった。
　以上を踏まえて主体的な学びを深めるための環境設定を述べるならば、根底に常に目的意識が存在してい
なければならない。そして、その目的意識の基となるのがアフォーダンスを変えたいという想いである。即
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ち歌唱活動においては、ただ楽譜通りに歌う、というだけでなく何のために歌うのか、という目的を持たせ
るべきなのであろう。そして歌うという行為が様々な下位構造（課題を達成するためのいくつかの行為）に
よって成り立っていることも考慮しながら、教師の様々な環境の設定や働きかけによって、マイクロスリッ
プを繰り返し主体的に表現が引き出されてくるのであろう。
６．おわりに
　本研究では、普段の生活との文脈のつながりを深め目的意識を高めたり、音楽室から離れて教師を出張アー
ティストのような立ち位置にするなどして、生徒が自由に表現しやすい環境を設定することで、主体的な表
現を引き出すことを試みた。しかし現実的に、今回の実践のように常に強力な仕掛けや、自由で制約のない
環境設定を取り入れることは、通常の学校生活の中では容易ではない。現状の許す範囲で、目的意識が強ま
る授業を工夫しながら取り入れていくことになろう。
　また、拙稿において述べているように、生徒たちの主体的な表現を引き出すためには、常日頃の音楽授業
で培ってきた、試行錯誤できるような表現の蓄積がどれだけ内的に持ち合わせているか、ということが何よ
りも重要であろう（中里 2017）。生徒たちの主体的な表現の幅は、今まで小学校の時から受けてきた音楽の
授業の中で教わってきた知識や技能に左右されるのである。
　最後に、音楽の授業において身につく知識・技能は、今回の実践のように教師が、案内や出張アーティス
ト、そして協働参加している立場を確立しているだけでは、容易に身に付くものではない。主体的な表現を
引き出すために必要な知識・技能の蓄積を導くためには、従来の音楽の授業のような教師が指導者としての
立場に立ち、生徒に対して教授しながらも工夫のある授業も、時として必要なのではないか、と今回の実践
を経て感じたことである。主体的な表現の幅は、人それぞれに蓄積されている表現のレパートリーによって
変わってくる。教師主導ではあるものの工夫のある授業展開と、今回のような共同参加や案内人といったよ
うな教師の立ち位置をうまく持ち合わせながら、単に音楽室の中で完結する歌唱活動ではなく、音楽室を超
えて本気で思いを伝えるために歌う環境の設定が、主体的な深い学びへと繋がる切っ掛けとなるだろう。
附記
　本研究における授業実践は、小暮真哉先生、星野勇希先生に、研究の趣旨をご理解頂き快くご協力頂きま
した。ここに記して心より感謝申し上げます。なお、本研究においては平成 30 年度修士論文「主体的な歌
唱表現を目指した授業実践の試み」今泉寿理（指導　中里南子）において授業実践の一部を発表している。
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